
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

１１月号
令和8年10月29日 

10 月 15 日（木）・16 日（金）の 2 日間、6 年生は岐阜・愛知方面へ修学旅行に行ってきました。 
１日目は、関ケ原古戦場記念館と野外民族博物館リトルワールドを訪れました。関ケ原古戦場記念館では、展示

やシアターを通して戦国時代の歴史について学び、リトルワールドでは世界のさまざまな国や地域の文化に触れ
ることができました。夜には鵜飼いを見学し、伝統文化の魅力を感じました。２日目は、レゴランド・ジャパンを
訪れました。子どもたちはグループで協力しながら行動し、友達との絆を深めるとともに、楽しい思い出をつくる
ことができました。子どもたちは訪れた場所でのさまざまな出会いや体験に心を動かされ、目を輝かせながら学
びを深めていました。この 2 日間で得た学びや経験を、今後の学校生活にも生かしてほしいと思います。 

 ある秋の日のお昼休み、校長室で仕事をしていると、扉をノックする音が聞こえ

ました。「はい。」返事をして扉を開けると、そこには 1年生の子どもが立ってい

ました。「どうしたの？」そう尋ねると、手に持っていた小さな木の実を見せなが

ら、「運動場でザクロの実を拾ったの。」と、うれしそうに見せてくれました。

「おお、運動場にザクロの実が落ちていたの？ よく見つけたね。」そう声をかける

と、「うれしくて見せに来た。」そう答えて満足そうな表情を見せて帰っていきま

した。 

少しして「あのザクロはどうしたの？」と聞くと、「運動場に戻しておいた

よ。」とのことでした。「でも、本当はザクロの実をどうしたかったの？」と聞く

と、「本当にザクロの実か調べたかったの。」と返ってきました。「それなら先生

に写真を撮ってもらって、図鑑やタブレットで調べてみたらどうかな。」と伝える

と、笑顔で  としてくれました。さらに、「せっかくだから、ザクロを植えてみた

ら？」 と言うと、またまた笑顔で  として嬉しそうに駆けていきました。 

その後、その子がどうしたのかは分かりません。しかし、この出来事を通して改

めて感じたことがあります。子どもたちはもともと豊かな好奇心をもっています。

そして、その気持ちを大人がしっかり受け止め、「やってみたら？」と少し背中を

押してあげることで、子どもたちは自ら考え、さらに一歩前へ進んでいくというこ

とを。これからも、子どもたちの「なぜだろう」「やってみたい」という思いを大

切に育んでいきたいと思います。               

文責：鈴木 宏紀 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月の主な予定  

４日（金）教育研究発表会、全校完全下校 

（授業公開クラスと、その他のクラスで下校時刻が異なります。詳細は各学年のお便りでお知らせします。）  

１４日（月）全校５時間授業・完全下校 

１５日（火）～１８日（金） 個人面談期間、全校４時間授業・完全下校 

２４日（木）２学期終業式、給食最終日、全校４時間授業・完全下校   

１２月２５日（金）～１月５日（火）冬季休業期間 

 
 
 子どもたちは、日頃の体育科の学習の成果を発揮できるよう、仲間と力を合わせながら準備や練習
に取り組んできました。当日は、伸び伸びと体を動かして競技に取り組む姿や、いきいきと表現する様
子をご覧いただければ幸いです。皆様のご来校を心よりお待ちしております。当日の詳細につきまし
ては、「体育フル洛央のご案内」（10月7日すぐーる配信）およびプログラム（10月26日すぐーる配信）

をご確認ください。 

 
 
11月1日は「古典の日」です。日本や世界には、長い年月にわたって読み継がれ、 

大切にされてきた古典と呼ばれる文章や書物があります。それらには、私たちが生きて 

いく上での道しるべや、よりよく生きるためのヒントとなるメッセージが込められています。 

ブックワールドにも、そのような古典に触れられる本が置かれています。この機会に、 

昔の人々の知恵や思いに触れながら、古典の世界に目を向けてみてはいかがでしょうか。 

 
 
 11月から1月までの期間は、放課後の最終下校時刻が午後4時となります。安全のため、ご家庭
でも暗くなる前に帰宅するようお声がけください。 


